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町長施政方針および諸般の報告
令 和 8 年 6 月定 例 会

池田町の人口は2,285人であり、25年前と比較して約4割減少している。これまで各
種施策に取り組んできたものの、人口の維持・定着については課題が残る状況にある。
今後も、町民とともに将来のまちの姿を描きながら取組を進めていく考えである。
一方、冠山峠道路や北陸新幹線の開通、道路整備の進展、脱炭素先行地域への認定

などにより、本町を取り巻く環境は大きく変化している。こうした変化を好機として捉え、
「まちを整える」から「まちを育てる」へと協働型むらづくりが重要だと考えている。

その足がかりとして、「農村農業振興プラン」、「志津原・土合皿尾地区観光グレードアッ
プ計画の再考」、「上下水道事業の検証と持続可能な将来ビジョン」、「図書公民館・ツドエ
ルの事業魅力化プラン」、「学校教育の在り方検討会」に取り組みたいと考えている、そし
て、その検討内容については、まちづくり総合戦略に反映していきたいと考えている。 
また、新たな取組として「特定地域づくり事業協同組合※」の設立準備を進めていく。
新庁舎等建設事業では、職員より提案があった、ふるさと納税制度を活用した、町民

全員での返礼品参加作戦「ふるさと2,200人の逸品・珍品プロジェクト（仮称）」や、記念
柱寄付事業「私から百年後（のち）への記念品」の具現化を図り9月頃から募集を開始する
予定である。 
今後も、町民の皆様とともに持続可能で魅力あるまちづくりの実現に向け、取り組んで

いく。

令和8年６月定例会が６月１５日～１８日の４日間にわたり開催
され、一般会計・特別会計・企業会計の補正予算７件、条例改
正３件、工事請負契約１件の11議案が提出され全議案可決され
ました。

議案第36号
専決処分の承認を求めることについて
(専決第４号 池田町国民健康保険診療施設特別会計補正予算(第４号))
…診療収入減少に伴い基金繰入金を増額

議案第37号
専決処分の承認を求めることについて
(専決第５号 池田町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例）
…職員の職務内容の整理に伴う改正

議案第38号 専決処分の承認を求めることについて(専決第６号 池田町町税条例の一部を改正する条例)
…地方税法改正に伴う、軽自動車税環境性能割の廃止、固定資産税の免税点見直し等

議案第39号 専決処分の承認を求めることについて(専決第７号 池田町介護保険条例の一部を改正する条例)
…介護保険法施行令の一部改正に伴う、保険料の特例減免措置の創設

議案第40号

令和８年度 池田町一般会計補正予算（第１号）
…7,315万5千円を追加し、予算の総額を65億1,715万5千円とする

主な内容
•生ごみ回収車を軽トラックへ更新（255万1千円）
•人口ビジョン見直し（105万6千円）
•特定地域づくり事業協同組合設立準備（1,100万円）
•志津原土合皿尾地区における観光基本構想策定（83万円）
•町道板垣持越線の災害復旧工事（4,000万円）
•人件費の補正等

議案第41号 令和８年度 池田町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
…73万1千円の減額（施設修繕・人件費増）

議案第42号 令和８年度 池田町国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第１号）
…262万2千円の減額（人件費減額）

議案第43号 令和８年度 池田町介護保険特別会計補正予算（第１号）
…65万7千円の増額（人件費増）

議案第44号 令和８年度 池田町簡易水道事業会計補正予算（第１号）
…40万2千円の増額（施設修繕・人件費増）

議案第45号 令和８年度 池田町下水道事業会計補正予算（第１号）
…105万5千円の増額（施設修繕・人件費増）

議案第46号

物品購入契約の締結について 池田町庁舎・複合施設書架購入事業
…契約額　税込み7,700万円　　契約者　（株）マルキファニチャー

月6 定例会
令和8年6月15日（月）～18日（木）

※特定地域づくり事業協同組合とは
少子高齢化や人口減少が進む中、地域の仕事を安定して支えていくために、地域の複

数の事業者（農業、観光、福祉など）が協力し、組合をつくり、職員を雇用するものです。
この職員は、特定の一つの職場だけでなく、季節や業務に応じて複数の仕事を担うこ

とで、年間を通して安定した収入を得ることができます。

▲図書スペースのイメージ
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を
整
備
す
る
の
か
ソ
フ
ト
を
整
備

す
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
ど
の

よ
う
に
し
た
い
か
整
理
し
具
体
的

に
出
し
て
ほ
し
い
。

農
村
政
策
課
長
　

観
光
の
受
け

入
れ
方
、ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
も
含

め
考
え
て
い
き
た
い
。

副
町
長
　
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
計

画
で
冠
荘
・
T
P
A
を
ど
う
す
る

か
を
考
え
て
い
き
た
い
。
こ
の
２

つ
を
考
え
て
い
く
と
、
受
け
入
れ

な
ど
ソ
フ
ト
が
つ
い
て
く
る
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

の
ル
ー
ル
改
正

保
健
福
祉
課
関
連

宇
野
邦
弘
議
員
　
65
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
方
の
毛
布
や
布
団

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
だ
が
、

75
歳
以
上
に
な
り
、回
数
も
減
っ

た
の
は
な
ぜ
か
。

保
健
福
祉
課
長
　

寝
具
洗
濯

サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
町
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
へ
委
託
し
て
い
る

事
業
。「
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
の
方
」「
重
度
身
体
障
害
児
者
、

知
的
障
害
児
者
」「
介
護
認
定
4

以
上
の
方
」を
対
象
と
し
て
お
り
、

今
年
度
か
ら
は
一
人
暮
ら
し
の

事
が
あ
る
の
か
。

総
務
財
政
課
長

 

夏
は
、Ｔ
Ｐ
Ａ

や
農
家
の
手
伝
い
。
冬
は
ス
キ
ー

場
。
福
祉
施
設
で
は
補
助
的
仕
事

も
あ
る
。
複
数
業
種
と
連
携
し
仕

事
を
探
す
。

松
井
議
員
　
通
年
雇
用
と
な
っ

た
場
合
、一
般
的
な
派
遣
業
者
は
、

派
遣
業
務
と
紹
介
業
務
の
２
つ
を

持
つ
が
、
協
同
組
合
は
、
紹
介
業

務
は
せ
ず
に
派
遣
業
務
の
み
か
。

そ
れ
と
も
、求
め
ら
れ
た
場
合
は

紹
介
業
務
も
行
う
の
か
。

総
務
財
政
課
長
　
派
遣
業
務
の

み
と
考
え
て
い
る
。

佐
野
議
員
　
協
同
組
合
事
業
は

国
の
支
援
が
あ
る
か
ら
行
う
の
か
、

国
の
支
援
が
な
く
な
っ
た
場
合
、

町
は
継
続
し
て
い
く
の
か
。ま
た
、

事
務
局
長
は
誰
が
行
う
の
か
。

総
務
財
政
課
長
　
財
政
支
援
は

続
く
と
思
っ
て
い
る
。
事
務
局
長

に
な
る
人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
能

力
が
非
常
に
問
わ
れ
る
。
今
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。

宇
野
一
正
議
員
　
派
遣
を
希
望

し
て
い
る
企
業
は
現
状
あ
る
の
か
。

総
務
財
政
課
長

  

こ
の
制
度
を

立
ち
上
げ
た
際
に
は
説
明
会
を

開
く
。

ン
設
置
や
提
灯
の
更
新
を
し
た
が
、

神
社
仏
閣
に
対
し
て
補
助
対
象

と
な
ら
な
い
は
ず
だ
が
制
度
は
変

わ
っ
た
の
か
。

総
務
財
政
課
長
　

山
田
区
が

利
用
し
た
の
は
県
の
補
助
金
制
度
。

一
般
財
団
法
人
総
合
セ
ン
タ
ー
が

行
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
補

助
事
業
。
内
容
は
、
１
０
０
万
円

以
上
で
２
５
０
万
円
以
下
の
事
業

に
対
し
10
分
の
10
補
助
す
る
制

度
で
宝
く
じ
収
入
を
使
用
し
た

も
の
。
提
灯
に
適
用
で
き
た
の
は
、

提
灯
は
区
の
も
の
と
し
て
申
請
し

受
理
さ
れ
た
。
町
・
県
の
双
方
と

も
神
社
仏
閣
に
つ
い
て
は
利
用
で

き
な
い
。

志
津
原
・
土
合
皿
尾

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
計
画

農
村
政
策
課
関
連

淸
水
議
員
　
Ｔ
Ｐ
Ａ
第
３
期
計

画
を
見
据
え
た
魅
力
向
上
の
検
討

と
あ
る
が
１
期
目
・
２
期
目
を
考

慮
し
、３
期
目
に
反
映
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。改
善
点
を

明
確
に
し
て
、施
設
職
員
の
意
見

も
３
期
目
の
計
画
に
取
り
入
れ
る

べ
き
。

副
町
長
　
辺
地
債
で
作
成
し
た

計
画
を
財
政
も
含
め
、
吟
味
し
て

絞
り
込
ん
で
い
く
。
新
し
い
こ
と

を
考
え
る
よ
り
今
あ
る
も
の
に
つ

い
て
考
え
る
作
業
が
中
心
と
な
る
。

丸
石
議
員
　
志
津
原
地
域
の
枯

れ
木
伐
採
は
、以
前
議
会
か
ら
も

出
た
と
思
う
が
、調
査
を
さ
れ
て

伐
採
と
な
っ
た
の
か
。遊
歩
道
に

下
り
る
階
段
も
土
が
な
く
宙
に
浮

い
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

農
村
政
策
課
長
　
き
っ
か
け
は
、

草
刈
り
の
際
に
立
ち
枯
れ
を
発
見
。

国
道
側
に
倒
れ
る
危
険
が
あ
り
伐

採
と
な
っ
た
。
遊
歩
道
へ
下
り
る

階
段
は
直
す
予
定
は
な
い
が
現
地

を
確
認
す
る
。

佐
野
議
員
　

観
光
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
策
定
だ
が
、具
体
的
な
中

身
を
出
し
て
頂
き
た
い
。ハ
ー
ド

一
般
会
計
補
正
予
算

食
U
タ
ー
ン
回
収
車
の
詳
細

環
境
推
進
関
連

淸
水
議
員
　
食
Ｕ
タ
ー
ン
回
収

車
購
入
の
詳
細
説
明
願
う
。

総
務
財
政
課
長

  

現
在
の
２
ｔ

ト
ラ
ッ
ク
は
、
後
輪
が
ダ
ブ
ル
タ

イ
ヤ
の
た
め
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
く
、

座
席
も
高
い
の
で
乗
り
降
り
が
大

変
。
誰
で
も
使
い
や
す
い
車
両
と

思
い
、
軽
ト
ラ
ッ
ク（
ダ
ン
プ
式
）

で
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
・
４
Ｗ
Ｄ
を

農
村
政
策
課
長
　
２
期
目
10
年

を
迎
え
、
近
隣
地
に
同
様
施
設
が

で
き
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
ハ
ー
ド
的
魅
力
だ

け
で
集
客
で
き
な
い
と
い
う
考
え

で
３
期
目
の
計
画
を
立
て
る
。

宇
野
一
正
議
員
　
計
画
策
定
に

当
た
り
関
係
集
落
の
住
民
に
も
参

購
入
予
定
。

岡
村
議
員
　

現
在
の
２
ｔ
ト

ラ
ッ
ク
は
ど
う
す
る
の
か
。

副
町
長
　
連
休
明
け
は
収
集
量

が
多
く
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
は
溢
れ

る
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
、
２
ｔ
ト

ラ
ッ
ク
も
回
収
車
と
し
て
残
し
併

用
す
る
。

特
定
地
域
づ
く
り
協
同

組
合
の
雇
用
形
態

地
方
創
生
推
進
関
連

宇
野
邦
弘
議
員

 

組
合
利
用
料

金
１
，５
０
０
円（
毎
時
）に
対
し
、

職
員
賃
金
１
，２
０
０
円（
時
給
）

と
あ
る
が
差
額
は
組
合
の
マ
ー
ジ

ン
と
な
る
の
か
。

総
務
財
政
課
長
　
差
額
は
組
合

が
社
会
保
険
料
や
経
費
と
し
て
使

用
す
る
。

富
田
議
員
　
雇
用
形
態
が
正
社

員
と
あ
る
が
、年
間
を
通
じ
て
仕

加
し
て
も
ら
う
こ
と
は
考
え
て
い

る
か
。

農
村
政
策
課
長
　
い
け
だ
観
光

公
社
の
理
事
・
評
議
員
を
中
心
に

考
え
て
い
る
。

宇
野
邦
弘
議
員
　
方
向
性
の
検

討
と
は
、以
前
出
さ
れ
た
冠
荘
の

移
設
等
の
案
は
基
本
的
に
白
紙
と

し
改
め
て
検
討
し
直
す
の
か
。

農
村
政
策
課
長
　
移
設
の
件
は
、

道
路
整
備
エ
リ
ア
計
画
で
絵
に
し

た
こ
と
が
あ
る
が
、
白
紙
で
考
え

る
の
で
は
な
く
、
計
画
を
振
り
返

り
な
が
ら
肉
付
け
し
て
検
討
す
る
。

丸
石
議
員
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
謝

金
と
基
本
構
想
図
作
成
業
務
委
託

料
が
発
生
し
て
い
る
が
、ア
ド
バ

イ
ザ
ー
は
ど
の
よ
う
な
方
が
来
る

の
か
。ま
た
、基
本
構
想
図
は
、ど

こ
に
依
頼
し
、ど
う
い
う
位
置
付

け
と
な
る
の
か
。

農
村
政
策
課
長
　

ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
決
ま
っ
て
な
い
。
農
村
観

光
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
志

津
原
地
区
を
入
り
口
と
し
、
ど
う

い
う
観
光
の
受
け
入
れ
が
よ
い
か

な
ど
、
先
進
的
取
り
組
み
を
実
践

し
て
い
る
方
を
交
え
、
我
々
も
知

見
を
受
け
勉
強
し
、
計
画
づ
く
り

に
反
映
さ
せ
た
い
。

宇
野
一
正
議
員
　
マ
ル
チ
ワ
ー

カ
ー（
正
職
員
）が
来
た
場
合
の
宿

泊
先
は
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
財
政
課
長
　
旧
池
田
分
校

を
改
修
し
泊
ま
れ
る
よ
う
に
と
考

え
て
い
る
が
、
そ
こ
ま
で
一
気
に

進
め
ら
れ
な
い
の
で
町
営
住
宅
な

ど
を
使
用
し
た
い
。

丸
石
議
員
　
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー

は
役
場
お
よ
び
第
三
セ
ク
タ
ー
が

メ
イ
ン
で
一
般
開
放
は
さ
れ
な
い

と
い
う
認
識
だ
が
、現
状
は
町
内

に
あ
る
す
べ
て
の
企
業
が
組
合
員

の
対
象
と
な
る
の
か
。

総
務
財
政
課
長
　

第
三
セ
ク

タ
ー
に
限
ら
ず
声
掛
け
を
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
。
農
家
で
あ
れ
ば

生
産
組
合
も
対
象
と
な
る
。

丸
石
議
員
　
設
立
準
備
の
補
助

金
で
事
務
局
長
賃
金
が
65
万
円
だ

が
安
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
財
政
課
長
　
事
務
局
長
の

賃
金
は
設
立
準
備
段
階
の
も
の
。

コ
ミ
ュニ
ティ
ー
助
成

事
業
の
補
助
対
象

自
治
振
興
関
連

松
井
議
員
　

補
助
金
の
説
明

の
中
で
山
田
区
の
集
会
場
エ
ア
コ

方
の
対
象
年
齢
を
75
歳
以
上
に

変
更
し
た
。
理
由
と
し
て
は
，
65

歳
以
上
75
歳
未
満
の
利
用
が
少

な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
比
較
的

自
立
し
て
生
活
で
き
、
自
身
で
対

応
可
能
な
方
が
多
い
と
考
え
ら

れ
た
た
め
で
あ
る
。
洗
濯
枚
数
は

全
部
で
3
枚
。
普
段
使
用
し
て
い

る
寝
具
を
対
象
と
し
た
。

土
砂
崩
れ
の
復
旧

ま
ち
と
森
整
備
課
関
連

岡
村
議
員

  

寺
谷
集
落
か
ら
広

瀬
集
落（
町
道
板
垣
持
越
線
）の
復

旧
工
事
は
い
つ
通
行
で
き
る
の
か
。

ま
ち
と
森
整
備
課
長

  

令
和
９
年

３
月
末
を
開
通
予
定
と
し
て
い
る
。

質 疑 応 答
宇野一正
富田重弘

松井靖明
淸水龍司

宇野邦弘
丸石純一

委　員

委員長 岡村　祐 佐野和彦副委員長

予算常任委員会

▲足羽川沿い遊歩道の老朽化状況
　（志津原地係）

▲町道板垣持越線土砂崩れ（令和7年12月発生）

▲食Uターン回収状況

施
政
方
針

議

案

委
員
会
審
議

一
般
質
問 

施
政
方
針

議

案

委
員
会
審
議

一
般
質
問
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■  一般質問とは、議員が町行財政全般にわたって、自らの意見を述べ、執行機関に見解を求めるものです。

L
P
ガ
ス
協
会
や
北
陸
電
力

株
式
会
社
、北
陸
送
配
電
株

式
会
社
な
ど
と
協
定
を
締

結
し
て
お
り
、
町
所
有
の
発

電
機
や
P
H
V
車
も
導
入
済

み
。
飲
料
水
は
備
蓄
に
加
え
、

浄
水
場
か
ら
直
接
給
水
可
能
。

協
定
事
業
者
か
ら
の
生
活
物

資
供
給
要
請
が
で
き
る
体
制

も
整
え
て
い
る
。

倒
木
や
流
木
に
つ
い
て
は
、

平
時
か
ら
伐
採
や
点
検
を
行

い
、
災
害
時
に
は
県
や
電
力

会
社
、
地
元
業
者
と
連
携
し

道
路
確
保
や
二
次
災
害
防
止

に
努
め
て
い
る
。

災
害
対
応・防
災
に
つ
い
て

問 

町
外
か
ら
通
勤
す
る
職

員
が
増
え
る
中
、大
規
模
災

害
時
に
は
職
員
自
身
も
被
災

す
る
可
能
性
が
あ
る
。限
ら

れ
た
人
員
で
の
参
集
体
制
や

役
割
分
担
、何
を
最
優
先
に

症
予
防
の
観
点
か
ら
対
象
範

囲
や
補
助
割
合
な
ど
検
討
し
、

令
和
９
年
度
か
ら
の
事
業
化

を
考
え
て
い
る
。

問 

越
前
市
で
創
設
さ
れ
た

空
き
家
補
助
制
度
を
参
考
に

池
田
町
で
も
事
業
化
で
き
な

い
の
か
。

答 

総
務
財
政
課
長

越
前
市
で
は
老
朽
危
険
空

き
家
に
該
当
し
た
場
合
に
解

体
費
用
の
３
分
の
1
、
最
大

70
万
円
の
補
助
を
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

義
務
教
育
費
の
保
護
者

負
担
の
軽
減
努
力
を

問 

文
科
省
の「
学
校
に
お
け

る
補
助
教
材
費
及
び
学
用
品

等
に
係
る
保
護
者
負
担
の
軽

減
に
つ
い
て
」の
通
知
内
容

と
、町
と
し
て
の
負
担
軽
減

策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

通
知
の
内
容
は
、
教
材
費

の
保
護
者
負
担
額（
小
学
校

2 

8
，
0
0
0
円
、
中
学
校

3 

5
，
0
0
0
円
程
）の
説

明
や
、
ま
た
負
担
軽
減
の
参

考
事
例
と
し
て
、
保
護
者
負

担
で
購
入
し
て
い
た
教
材
の

学
校
備
品
化
な
ど
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

本
町
で
は
入
学
支
度
金

制
度
や
、
修
学
旅
行
費
補
助

（
小
学
校
6
万
円
、
中
学
校

10
万
円
上
限
）、
校
外
学
習

や
中
学
校
冬
季
通
学
の
際
の

バ
ス
代
経
費
の
町
負
担
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た
デ
ジ

タ
ル
ド
リ
ル
の
活
用
な
ど
に

よ
る
費
用
軽
減
や
、
P
T
A

で
は
卒
業
ア
ル
バ
ム
費
用
の

助
成
も
行
っ
て
い
る
。

戦
争
準
備
を
進
め
る
高
市

政
権
の
動
き
に
つ
い
て

問 

国
で
は
憲
法
9
条
改
定

な
ど「
戦
争
で
き
る
国
」へ

の
動
き
を
強
め
て
い
る
。ま

た
、「
予
備
自
衛
官
等
兼
業

特
例
法
」を
創
設
し
て
、
職

場
の
上
司
等
の
許
可
が
な
く

て
も
動
員
で
き
る
よ
う
に
し

よ
う
と
し
て
い
る
。憲
法
で

謳
わ
れ
て
い
る
地
方
自
治
を

踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
が
、町
長
の
思
い
は

ど
う
か
。

答 

町
長

憲
法
改
正
に
つ
い
て
活
発

化
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
れ
に
対
し
て
の
国
民

の
意
見
も
多
様
化
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
私
と
し
て

は
丁
寧
な
国
会
議
論
を
願
い

た
い
と
と
も
に
、
そ
の
議
論

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て

問 

新
設
す
る
３
か
所
の
小

水
力
発
電
が
1
0
0
％
稼
働

す
る
と
、1
世
帯
に
は
ど
れ

く
ら
い
恩
恵
が
あ
る
か
。

答 

脱
炭
素
む
ら
づ
く
り
課
長

　
本
事
業
の
目
的
は
、
個
々

の
世
帯
に
お
け
る
電
気
料
金

の
軽
減
額
を
直
接
的
に
示

す
も
の
で
は
な
く
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
の
推
進
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力

の
安
定
供
給
な
ど
、
町
全
体

と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
確
保

す
る
こ
と
に
あ
る
。

問 

高
齢
者
住
宅
で
は
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
自
宅
屋
根
に

設
置
す
る
こ
と
に
難
色
を
示

す
方
も
多
い
と
き
い
て
い
る
、

普
及
推
進
の
た
め
に
も
、集

落
単
位
の
野
立
式
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
活
用
は
ど
う
か
。

答 

脱
炭
素
む
ら
づ
く
り
課
長

　

融
雪
型
太
陽
光
発
電
の宇野 邦弘 議員 宇野 一正 議員

一 般一 般
質 問質 問

いっぱん  しつもん

先
進
的
な
補
助
制
度
の

取
り
組
み
を
求
め
る

問 

県
内
で
中
学
校
給
食
無
償

自
治
体
は
い
く
つ
あ
る
の
か
。

答 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

県
内
で
は
９
自
治
体
で
実

施
し
て
い
る
。
他
の
自
治
体

で
も
概
ね
食
材
費
の
５
～
9

割
の
保
護
者
負
担
と
な
っ
て

お
り
、
池
田
町
で
も
保
護
者

負
担
は
食
材
費
の
半
分
程
度

で
あ
る
。
現
在
、
国
も
中
学

校
給
食
無
償
化
の
検
討
も
し

て
お
り
、そ
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。

問 

福
井
市
に
お
け
る
加
齢

性
難
聴
の
方
へ
の
補
聴
器
購

入
費
補
助
内
容
と
、全
国
で

の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

保
健
福
祉
課
長

補
聴
器
購
入
補
助
自
治
体

は
全
国
で
4
7
5
自
治
体
あ

り
、
概
ね
２
～
5
万
円
の
補

助
。
現
在
、
池
田
で
も
認
知

P
P
A
事
業
は
、
契
約
期
間

が
10
年
、
20
年
と
長
期
に
な

る
こ
と
に
対
し
て
高
齢
者
世

帯
か
ら
不
安
の
声
も
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
現
在
は
制

度
を
見
直
し
、
長
期
契
約
に

限
定
し
な
い
一
括
導
入
型
の

メ
ニ
ュ
ー
を
6
月
か
ら
運
用

を
始
め
て
い
る
。

　

な
お
、
集
落
単
位
な
ど
で

の
野
立
て
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

共
同
設
置
方
式
に
つ
い
て
は
、

住
民
か
ら
の
申
し
出
が
あ
れ

ば
対
応
す
る
。

問 

屋
根
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

管
理
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
雪

下
ろ
し
が
あ
る
と
あ
る
が
、

ま
ず
は
雪
下
ろ
し
作
業
者
を

組
織
化
し
作
業
の
効
率
化
を

目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

脱
炭
素
む
ら
づ
く
り
課
長

　
屋
根
雪
対
策
は
池
田
町
の

暮
ら
し
の
中
で
重
い
課
題
だ

が
、
本
事
業
の
主
体
業
務
で

は
な
く
、
各
集
落
に
お
け
る

自
治
相
互
扶
助
機
能
の
発
揮

に
よ
り
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

問 

冠
荘
や
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

ン
テ
ラ
ス
の
電
気
代
を
抑
え

る
た
め
に
、ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン

駐
車
場
で
の
太
陽
光
発
電
を

実
施
す
れ
ば
、新
し
い
観
光

の
在
り
方
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。

答 

脱
炭
素
む
ら
づ
く
り
課
長

　

本
町
に
お
い
て
は
、
脱
炭

素
先
行
地
域
計
画
の
中
で
、

令
和
10
年
度
か
ら
11
年
度
に

か
け
て
冠
荘
の
駐
車
場
に
お

い
て
太
陽
光
発
電
の
導
入
を

計
画
し
て
い
る
。

淸水 龍司 議員

対
応
す
る
の
か
。そ
の
優
先

順
位
は
職
員
間
で
共
有
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
特
に

発
災
直
後
は
情
報
が
集
中
し

混
乱
が
生
じ
や
す
い
状
況
で

の
警
察
・
消
防
・
集
落
と
の

連
携
、高
齢
者
施
設
や
学
校

等
と
の
情
報
共
有
・
安
否
確

認
・
命
令
指
揮
系
統
は
ど
の

よ
う
に
お
こ
な
う
の
か
。エ

ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
な
ど
の
備

蓄
状
況
、さ
ら
に
倒
木
や
流

木
な
ど
に
よ
る
二
次
災
害
防

止
対
策
は
ど
の
よ
う
に
お
こ

な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

総
務
財
政
課
長

震
度
4
以
上
の
地
震
で

は
全
職
員
が
参
集
。
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
、
初
動
対

応
を
お
こ
な
う
。
人
員
が
限

ら
れ
る
場
合
は
人
命
を
最
優

先
と
し
、避
難
情
報
の
発
令
、

医
療
救
護
、
避
難
者
支
援
、

情
報
収
集
を
実
施
。
警
察
・

消
防
・
消
防
団
・
県
と
情
報

を
一
元
化
し
、
教
育
・
福
祉

施
設
で
は
各
施
設
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
安
全
確
認
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
要
支
援

者
は
個
別
避
難
計
画
に
基
づ

き
安
否
確
認
や
避
難
誘
導
を

お
こ
な
う
。

電
力
や
ガ
ス
は
、
福
井
県

大
型
公
共
工
事
の
進
捗

問 

足
羽
川
ダ
ム
工
事
と
、

割
谷
川
小
水
力
発
電
施
設
と
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
保
管
庫
建

設
工
事
、お
も
ち
ゃ
ハ
ウ
ス

立
替
工
事
に
つ
い
て
、工
事

の
進
捗
状
況
と
、完
成
予
定

時
期
に
つ
い
て
。

答 

ま
ち
と
森
整
備
課
長

　
足
羽
川
ダ
ム
本
体
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
進
捗
率 

約
95 

%
。
水
海
川
導
水
ト
ン
ネ
ル

掘
削
は
完
了
、
呑
み
口
部
・

分
水
堰
工
事
に
着
手
中
。
付

替
県
道
進
捗
率 

約
75 

%
、付

替
町
道 

約
41 

%
。令
和
10
年

11
月
に
湛
水
試
験
開
始
、
令

和
11
年
度
中
完
成
予
定
。

答 

脱
炭
素
む
ら
づ
く
り
課
長

　

割
谷
川
小
水
力
発
電
は
、

用
地
業
務
・
設
計
業
務
を
進

行
中
。
令
和
11
年
度
中
稼
働

見
込
み
。

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
チ
ッ
プ

保
管
庫
は
チ
ッ
パ
ー
設
置
建

屋
を
7
月
発
注
予
定
、
年
末

〜
年
明
け
完
成
予
定
。
チ
ッ

プ
保
管
庫
は
今
年
度
設
計
、

来
年
度
建
設
し
令
和
9
年

12
月
末
完
成
予
定
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
通
り
進
捗
中
。

答 

統
括
管
理
官

　
お
も
ち
ゃ
ハ
ウ
ス
は
建
て

替
え
実
施
設
計
完
了
。
中
東

情
勢
に
よ
る
建
築
資
材
高

騰
・
供
給
不
足
の
た
め
発
注

見
送
り
中
。
最
長
で
来
年
3

月
発
注
、秋
完
成
を
目
指
す
。

空
き
家
解
体
補
助

問 

解
体
補
助
事
業
の
制
度
設

計
の
進
捗
、
区
長
会
要
望
の

反
映
状
況
と「
ク
ラ
ッ
シ
ュ
＆

ギ
フ
ト
」の
位
置
づ
け
、数
値

目
標
の
達
成
見
通
し
と
実
態

調
査
の
状
況
、
指
導
や
勧
告

が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
。

答 

総
務
財
政
課
長

　
空
き
家
等
対
策
計
画
で
は

自
治
運
営
活
動
と
の
連
携
を

基
本
方
針
と
す
る
た
め
、
個

人
へ
の
補
助
は
現
在
設
け
て

い
な
い
。
ク
ラ
ッ
シ
ュ
＆
ギ

フ
ト
事
業
も
各
集
落
の
活
動

計
画
が
未
策
定
の
た
め
制
度

化
に
至
ら
ず
。
令
和
7
年
度

の
空
き
家
数
は
1
2
3
軒

（
計
画
見
込
み
と
乖
離
）。
空

き
家
法
に
基
づ
く
勧
告
等
の

実
績
な
し
。

答 

町
長

　
ク
ラ
ッ
シ
ュ
＆
ギ
フ
ト
事

業
は
、
区
長
会
か
ら
モ
ラ
ル

ハ
ザ
ー
ド
等
の
懸
念
意
見
が

あ
り
事
業
化
を
踏
み
切
れ
て

い
な
い
。
議
会
か
ら
の「
ま

ず
実
行
を
」と
の
提
案
を
踏

ま
え
、
制
度
内
容
を
再
検
証

し
来
月
の
区
長
会
で
再
度
提

案
。
区
長
会
の
同
意
が
得
ら

れ
れ
ば
実
行
に
移
し
た
い
。

ま
た
空
き
家
・
獣
害
対
策
は

総
合
戦
略
会
議
で
も
議
題
と

す
る
方
針
。

丸石 純一 議員

大
規
模
災
害
で
は
行

政
だ
け
で
な
く
、町
民
も

協
力
し
て
対
応
で
き
る

体
制
づ
く
り
が
重
要
。そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を

生
か
し
た
役
割
分
担
で

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

災
害
対
応
は
自
治
体
・

地
域
全
体
で
取
り
組
む

長
期
戦
。職
員
・
町
民
が

継
続
し
て
活
動
で
き
る

環
境
を
整
え
、連
携
を
深

め
な
が
ら
本
町
の
災
害

対
応
力
の
さ
ら
な
る
向

上
を
期
待
す
る
。

要要  

望望

▲あそびハウスの太陽光パネル▲ほっとプラザ駐車場の太陽光パネル

施
政
方
針

議

案

委
員
会
審
議

一
般
質
問 

施
政
方
針

議

案

委
員
会
審
議

一
般
質
問
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議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
淸
水
　
龍
司

副
委
員
長
　
宇
野
　
一
正

委
　
　
員
　
丸
石
　
純
一

委
　
　
員
　
富
田
　
重
弘

委
　
　
員
　
岡
村
　
　
祐

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
松
井
　
靖
明

編集後記

今
年
も
気
が
付
け
ば
も
う

今
年
も
気
が
付
け
ば
も
う

夏
で
す
。
６
月
定
例
議
会
の

夏
で
す
。
６
月
定
例
議
会
の

補
正
予
算
で
は
、
今
年
の
重

補
正
予
算
で
は
、
今
年
の
重

た
い
積
雪
に
よ
る
町
内
公
共

た
い
積
雪
に
よ
る
町
内
公
共

施
設
屋
根
の
破
損
修
繕
費

施
設
屋
根
の
破
損
修
繕
費

が
多
数
ご
ざ
い
ま
し
た
。
近

が
多
数
ご
ざ
い
ま
し
た
。
近

年
は
猛
暑
と
豪
雪
を
往
復
す

年
は
猛
暑
と
豪
雪
を
往
復
す

る
一
年
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

る
一
年
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
夏
本
番
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
夏
本
番
で
す
が
、

お
身
体
を
労
り
な
が
ら
お
過

お
身
体
を
労
り
な
が
ら
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

ご
し
く
だ
さ
い
。（

岡
村　
祐
）

（
岡
村　
祐
）

　令和 7年 10月から建物を支える杭工事を行い、建物の土台を造る基礎工事・建物の骨組みを造る
躯体工事が完了しました。７月 15日から町民ホールの鉄骨屋根建方を行っています。8月中旬から
10月にかけて木造の柱や梁を組み上げる木造建方を 4工区に分け施工を行います。その後、外装・
内装・設備および外構工事を行っていきます。

地域の間で交流を深め、地域コミュニティの誇りと相互
扶助の精神を再生・向上させることを目的とした「地域
コミュニティ交流事業交付金」があります。

新庁舎・付属棟進捗状況新庁舎・付属棟進捗状況

地域コミュニティ交流事業交付金地域コミュニティ交流事業交付金ををご活用くださいご活用ください

角間郷地区、水海、
下地区、下池田

活用
地区

板垣、稲荷、東俣、土合皿尾、
西角間、水海、上荒谷、清水谷

活用
集落

住民の皆さんが主体的に地域
活動に取り組み、地域におけ
る豊かな暮らしを実現するための
制度です。
地域のお祭り、先進地視察、勉強
会などを企画される際は、ぜひこ
れらの交付金・支援事業をご活用
ください。

～集落自治再生支援事業～～集落自治再生支援事業～
コミュニティ交流から生まれた活動を、さらに主
体的な取り組みへと発展させたいとお考えの集落
には、「集落自治再生支援事業」があります。

夏祭り、交流会、
レクレーション大会など

先進地の視察、地域運営
組織立上げ準備など角間郷地区活用

地区

さらに主体的さらに主体的なな活動活動へへ

8池田町議会だより　第 38号

池
田

町
議

会
だ

よ
り

第
38号

　
令
和
8年
8月
1日
発
行
　
　
池
田
町
議
会
　
〒
910−

2512　
福
井
県
今
立
郡
池
田
町
稲
荷
35−

4　
TEL.0778−

44−
8007　

FA
X
.0778−

44−
6296


